
JP 2005-314658 A5 2008.4.17

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公開番号】特開2005-314658(P2005-314658A)
【公開日】平成17年11月10日(2005.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2005-044
【出願番号】特願2005-64943(P2005-64943)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月27日(2008.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性ポリマー（ａ）、重合性モノマー（ｉ）、およびカーボンナノチューブ（ｃ）を
含有するカーボンナノチューブ含有組成物中において、重合性モノマー（ｉ）を重合反応
させることを特徴とするカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【請求項２】
　カーボンナノチューブ含有組成物が、溶媒（ｂ）をさらに含有することを特徴とする請
求項１記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【請求項３】
　カーボンナノチューブ含有組成物が、高分子化合物（ｄ）をさらに含有することを特徴
とする請求項１または請求項２記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【請求項４】
　カーボンナノチューブ含有組成物が、塩基性化合物（ｅ）をさらに含有することを特徴
とする請求項１ないし３のいずれか一項に記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造
方法。
【請求項５】
導電性ポリマー（ａ）が、スルホン酸基のアンモニウム塩および／またはカルボン酸基の
アンモニウム塩を有する導電性ポリマーであり、前記アンモニウム塩のアンモニウムイオ
ンが下記式（２）であることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか一項に記載のカー
ボンナノチューブ含有重合体の製造方法。

【化３】
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（式（２）中、Ｒ４８～Ｒ５１は各々独立に水素、炭素数１～２４（Ｃ１～Ｃ２４）のア
ルキル、アリールまたはアラルキル基、フェニル基、ベンジル基、Ｒ35ＯＨ、ＣＯＮＨ２

またはＮＨ２であり、Ｒ４８～Ｒ５１のうち少なくとも一つが炭素数５以上の基である。
なお、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基である。）
【請求項６】
スルホン酸基のアンモニウム塩および／またはカルボン酸基のアンモニウム塩を有する導
電性ポリマーが、下記式（３）～（１１）から選ばれた少なくとも一種以上の繰り返し単
位を、ポリマー全体の繰り返し単位の総数中に２０～１００％含有する導電性ポリマーで
あることを特徴とする請求項５記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【化４】

（式（３）中、Ｒ1 、Ｒ2 は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ、
－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5

、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－
ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯ
ＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる
群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアル
キル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン
基であり、かつＲ1 、Ｒ2 のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、

－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基である。）

【化５】

（式（４）中、Ｒ3 、Ｒ4 は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ、
－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5

、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－
ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯ
ＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる
群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアル
キル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン
基であり、かつＲ3 、Ｒ4 のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、

－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基である。）
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【化６】

（式（５）中、Ｒ5 ～Ｒ8 は各々独立にＨ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ、－
Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、

－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－Ｓ
Ｒ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ
Ｈ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる群
より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキ
ル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基
であり、かつＲ5 ～Ｒ8のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－

ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基である。）

【化７】

（式（６）中、Ｒ9 ～Ｒ13は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ、
－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5

、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－
ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯ
ＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる
群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアル
キル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン
基であり、かつＲ9 ～Ｒ13のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、

－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基である。）
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【化８】

（式（７）中、Ｒ14は、－ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ83ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＣＯＯ－Ｍ＋および－Ｒ
83ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ83

は炭素数１～２４のアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基である。）

【化９】

（式（８）中、Ｒ52～Ｒ57は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ、
－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5

、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－
ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯ
ＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる
群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアル
キル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン
基であり、かつＲ52 ～Ｒ57のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋

、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基であり、Ｈｔは、ＮＲ
82、Ｓ、Ｏ、ＳｅおよびＴｅよりなる群から選ばれたヘテロ原子基であり、Ｒ82は水素お
よび炭素数１～２４の直鎖または分岐のアルキル基、もしくは置換、非置換のアリール基
を表し、Ｒ52～Ｒ57の炭化水素鎖は互いに任意の位置で結合して、かかる基により置換を
受けている炭素原子と共に少なくとも１つ以上の３～７員環の飽和または不飽和炭化水素
の環状構造を形成する二価鎖を形成してもよく、このように形成される環状結合鎖にはカ
ルボニル、エーテル、エステル、アミド、スルフィド、スルフィニル、スルホニル、イミ
ノの結合を任意の位置に含んでもよく、ｎはヘテロ環と置換基Ｒ53～Ｒ56を有するベンゼ
ン環に挟まれた縮合環の数を表し、０または１～３の整数である。）
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【化１０】

（式（９）中、Ｒ58～Ｒ66は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ、
－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5

、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－
ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯ
ＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる
群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアル
キル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン
基であり、かつＲ58～Ｒ66のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、

－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基であり、ｎは置換基Ｒ58

およびＲ59を有するベンゼン環と置換基Ｒ61～Ｒ64を有するベンゼン環に挟まれた縮合環
の数を表し、０または１～３の整数である。）

【化１１】

（式（１０）中、Ｒ67～Ｒ76は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ
、－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ

5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－
ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯ
ＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる
群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアル
キル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン
基であり、かつＲ67～Ｒ76のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、

－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基であり、ｎは置換基Ｒ67

～Ｒ69を有するベンゼン環とベンゾキノン環に挟まれた縮合環の数を表し、０または１～



(6) JP 2005-314658 A5 2008.4.17

３の整数である。）
【化１２】

（式（１１）中、Ｒ77～Ｒ81は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ
、－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ

5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－
ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯ
ＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる
群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンであり、Ｒ35は炭素数１～２４のアル
キル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン
基であり、かつＲ77～Ｒ81のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、

－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ばれた基であり、Ｘa-は、塩素イ
オン、臭素イオン、ヨウ素イオン、フッ素イオン、硝酸イオン、硫酸イオン、硫酸水素イ
オン、リン酸イオン、ほうフッ化イオン、過塩素酸イオン、チオシアン酸イオン、酢酸イ
オン、プロピオン酸イオン、メタンスルホン酸イオン、ｐ－トルエンスルホン酸イオン、
トリフルオロ酢酸イオン、およびトリフルオロメタンスルホン酸イオンよりなる１～３価
の陰イオン群より選ばれた少なくとも一種の陰イオンであり、ａはＸのイオン価数を表し
、１～３の整数であり、ｐはドープ率であり、その値は０．００１～１である。）
【請求項７】
　スルホン酸基のアンモニウム塩および／またはカルボン酸基のアンモニウム塩を有する
導電性ポリマーが、下記式（１２）で表される繰り返し単位を、ポリマー全体の繰り返し
単位の総数中に２０～１００％含むことを特徴とする請求項５記載のカーボンナノチュー
ブ含有重合体の製造方法。

【化１３】

（式（１２）中、ｙは０＜ｙ＜１の任意の数を示し、Ｒ15～Ｒ32は各々独立に、Ｈ、－Ｓ
Ｏ3

-、－ＳＯ3
－Ｍ＋、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ

、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－
ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯ
Ｏ－Ｍ＋、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ
35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｍ＋はアンモニウムイオンで
あり、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレ
ン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、Ｒ15～Ｒ32のうち少なくとも一つが－ＳＯ
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3
－Ｍ＋、－Ｒ35ＳＯ3

－Ｍ＋、－ＣＯＯ－Ｍ＋、－Ｒ35ＣＯＯ－Ｍ＋からなる群より選ば
れた基である。）
【請求項８】
　スルホン酸基のアンモニウム塩および／またはカルボン酸基のアンモニウム塩を有する
導電性ポリマーが、下記式（１３）で表されるものであることを特徴とする請求項５記載
のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【化１４】

（式（１３）中、Ｒ33は、スルホン酸基、カルボキシル基、およびこれらのアルカリ金属
塩、アンモニウム塩および置換アンモニウム塩からなる群より選ばれた１つの基であり、
そのうち少なくとも一つがスルホン酸基のアンモニウム塩、カルボン酸基のアンモニウム
塩からなる群より選ばれた基である。Ｒ34は、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ
ｓｏ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｉｓｏ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブ
チル基、ドデシル基、テトラコシル基、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｉ
ｓｏ－ブトキシ基、ｓｅｃ－ブトキシ基、ｔｅｒｔ－ブトキシ基、ヘプトキシ基、ヘクソ
オキシ基、オクトキシ基、ドデコキシ基、テトラコソキシ基、フルオロ基、クロロ基およ
びブロモ基からなる群より選ばれた１つの基を示し、Ｘは０＜Ｘ＜１の任意の数を示し、
ｎは重合度を示し３以上である。）
【請求項９】
　導電性ポリマー（ａ）が、水溶性導電性ポリマーであることを特徴とする請求項１ない
し４のいずれか一項に記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【請求項１０】
　水溶性導電性ポリマーが、スルホン酸基および／またはカルボキシル基を有する水溶性
導電性ポリマーであることを特徴とする請求項９記載のカーボンナノチューブ含有重合体
の製造方法。
【請求項１１】
　スルホン酸基および／またはカルボキシル基を有する水溶性導電性ポリマーが、下記式
（１７）～（２５）から選ばれた少なくとも一種以上の繰り返し単位を、ポリマー全体の
繰り返し単位の総数中に２０～１００％含有する水溶性導電性ポリマーであることを特徴
とする請求項１０記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【化１８】

（式（１７）中、Ｒ１０１ 、Ｒ１０２ は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ
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35ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、

－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣ
ＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯ
および－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリー
ルまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、か
つＲ１０１ 、Ｒ１０２のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、

－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基である。）
【化１９】

（式（１８）中、Ｒ１０３ 、Ｒ１０４ は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ

35ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、

－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣ
ＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯ
および－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリー
ルまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、か
つＲ１０３ 、Ｒ１０４のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、

－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基である。）
【化２０】

（式（１９）中、Ｒ１０５ ～Ｒ１０８ は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ

35ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、

－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣ
ＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯ
および－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリー
ルまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、か
つＲ１０５ ～Ｒ１０８のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、

－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基である。）
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【化２１】

（式（２０）中、Ｒ１０９ ～Ｒ１１３は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ3

5ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、

－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣ
ＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯ
および－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリー
ルまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、か
つＲ１０９ ～Ｒ１１３のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、

－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基である。）
【化２２】

（式（２１）中、Ｒ１１４は、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ42ＳＯ3

-、－Ｒ42ＳＯ3 Ｈ、
－ＣＯＯＨおよび－Ｒ42ＣＯＯＨからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ42は炭素数１～２４
のアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基である。）
【化２３】

（式（２２）中、Ｒ１５２～Ｒ１５７は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35

ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－

Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯ
Ｒ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯお
よび－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリール
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またはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、かつ
Ｒ１５２～Ｒ１５７のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、－Ｒ

35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基であり、Ｈｔは
、ＮＲ82、Ｓ、Ｏ、ＳｅおよびＴｅよりなる群から選ばれたヘテロ原子基であり、Ｒ82は
水素および炭素数１～２４の直鎖または分岐のアルキル基、もしくは置換、非置換のアリ
ール基を表し、Ｒ１５２～Ｒ１５７の炭化水素鎖は互いに任意の位置で結合して、かかる
基により置換を受けている炭素原子と共に少なくとも１つ以上の３～７員環の飽和または
不飽和炭化水素の環状構造を形成する二価鎖を形成してもよく、このように形成される環
状結合鎖にはカルボニル、エーテル、エステル、アミド、スルフィド、スルフィニル、ス
ルホニル、イミノの結合を任意の位置に含んでもよく、ｎはヘテロ環と置換基Ｒ53～Ｒ56

を有するベンゼン環に挟まれた縮合環の数を表し、０または１～３の整数である。）
【化２４】

（式（２３）中、Ｒ１５８～Ｒ１６６は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35

ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－

Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯ
Ｒ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯお
よび－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリール
またはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、かつ
Ｒ１５８～Ｒ１６６のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、－Ｒ

35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基であり、ｎは置
換基Ｒ１５８およびＲ１５９を有するベンゼン環と置換基Ｒ１６１～Ｒ１６４を有するベ
ンゼン環に挟まれた縮合環の数を表し、０または１～３の整数である。）
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【化２５】

（式（２４）中、Ｒ１６７～Ｒ１７６は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35

ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－

Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯ
Ｒ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯお
よび－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリール
またはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、かつ
Ｒ１６７～Ｒ１７６のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、－Ｒ

35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基であり、ｎは置
換基Ｒ１６７～Ｒ１６９を有するベンゼン環とベンゾキノン環に挟まれた縮合環の数を表
し、０または１～３の整数である。）
【化２６】

（式（２５）中、Ｒ１７７～Ｒ１８１は各々独立に、Ｈ、－ＳＯ3
-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35

ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－

Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯ
Ｒ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯお
よび－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭素数１～２４のアルキル、アリール
またはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレンまたはアラルキレン基であり、かつ
Ｒ１７７～Ｒ１８１のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、－Ｒ

35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群より選ばれた基であり、Ｘa-は
、塩素イオン、臭素イオン、ヨウ素イオン、フッ素イオン、硝酸イオン、硫酸イオン、硫
酸水素イオン、リン酸イオン、ほうフッ化イオン、過塩素酸イオン、チオシアン酸イオン
、酢酸イオン、プロピオン酸イオン、メタンスルホン酸イオン、ｐ－トルエンスルホン酸
イオン、トリフルオロ酢酸イオン、およびトリフルオロメタンスルホン酸イオンよりなる
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１～３価の陰イオン群より選ばれた少なくとも一種の陰イオンであり、ａはＸのイオン価
数を表し、１～３の整数であり、ｐはドープ率であり、その値はその値は０．００１～１
である。）
【請求項１２】
　スルホン酸基および／またはカルボキシル基を有する水溶性導電性ポリマーが、下記式
（２６）で表される繰り返し単位を、ポリマー全体の繰り返し単位の総数中に２０～１０
０％含むことを特徴とする請求項１０記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法
。
【化２７】

（式（２６）中、ｙは０＜ｙ＜１の任意の数を示し、Ｒ１１５～Ｒ１３２は各々独立に、
Ｈ、－ＳＯ3

-、－ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3
-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＯＣＨ3 、－ＣＨ3 、－

Ｃ2Ｈ5、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－Ｎ（Ｒ35）2 、－ＮＨＣＯＲ35、－ＯＨ、－Ｏ
-、－ＳＲ35、－ＯＲ35、－ＯＣＯＲ35、－ＮＯ2 、－ＣＯＯＨ、－Ｒ35ＣＯＯＨ、－Ｃ
ＯＯＲ35、－ＣＯＲ35、－ＣＨＯおよび－ＣＮからなる群より選ばれ、ここで、Ｒ35は炭
素数１～２４のアルキル、アリールまたはアラルキル基あるいはアルキレン、アリーレン
またはアラルキレン基であり、Ｒ１１５～Ｒ１３２のうち少なくとも一つが－ＳＯ3

-、－
ＳＯ3 Ｈ、－Ｒ35ＳＯ3

-、－Ｒ35ＳＯ3 Ｈ、－ＣＯＯＨおよび－Ｒ35ＣＯＯＨからなる群
より選ばれた基である。）
【請求項１３】
　スルホン酸基および／またはカルボキシル基を有する水溶性導電性ポリマーが、下記式
（２７）で表されるものであることを特徴とする請求項１０記載のカーボンナノチューブ
含有重合体の製造方法。

【化２８】

（式（２７）中、Ｒ１３３は、スルホン酸基、カルボキシル基、およびこれらのアルカリ
金属塩、アンモニウム塩および置換アンモニウム塩からなる群より選ばれた１つの基であ
り、Ｒ34は、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉｓｏ－プロピル基、ｎ－ブチル基
、ｉｓｏ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ドデシル基、テトラコシ
ル基、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｉｓｏ－ブトキシ基、ｓｅｃ－ブト
キシ基、ｔｅｒｔ－ブトキシ基、ヘプトキシ基、ヘクソオキシ基、オクトキシ基、ドデコ
キシ基、テトラコソキシ基、フルオロ基、クロロ基およびブロモ基からなる群より選ばれ
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た１つの基を示し、Ｘは０＜Ｘ＜１の任意の数を示し、ｎは重合度を示し３以上である。
）
【請求項１４】
　カーボンナノチューブ含有組成物に超音波を照射することを特徴とする請求項１ないし
１３のいずれか一項に記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方法。
【請求項１５】
　請求項１ないし１４のいずれか一項に記載のカーボンナノチューブ含有重合体の製造方
法によって製造されたカーボンナノチューブ含有重合体。
【請求項１６】
　基材の少なくとも一つの面上に、請求項１５に記載のカーボンナノチューブ含有重合体
からなる塗膜を有することを特徴とする複合体。
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